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荒井　正吾　奈良県知事

このたび、第11回東アジア地方政府会合の全体会合を、イ

ンドネシア共和国の西ジャワ州に主催していただく運びと

なった。皆さまには、ぜひご参加をお願いしたい。

開催内容等については、西ジャワ州知事から発表していた

だく。

議 長 報 告

総　会

次回開催地方政府（西ジャワ州）によるプレゼンテーション

Mochamad Ridwan Kamil　西ジャワ州知事

第11回東アジア地方政府会合は、西ジャワ州が主催し、州

都バンドンにて、2020年11月4日～ 6日にかけて開催すること

になった。

西ジャワ州は、人口約4,900万人、国内GDPの約13%を占め、

インドネシアにおいても大きな存在感を示している。MAW.

ブラウワー氏の有名な引用によると、西ジャワ州は、神が微笑んだ時につくられたと

され、これは、エコツーリズムに適した豊富な天然資源、非常に美しいロケーション、

そして多くの文化の継承がある西ジャワ州の魅力的な美しさの喩えの一つである。

世界的に知られるコーヒーの産地であり、「コーヒー外交」という新しいコンセプ

トにも取り組んでいる。国の教育の重要拠点であり、最大のイスラム教徒社会でもあ

る。また、アジア・アフリカ会議の開催地として、歴史的価値の非常に高い場所である。

東アジアには、ICTやAIの活用が進むことによる雇用への影響、技術革新と規制の

バランス、食の安全、気候変動等、多くの重要な課題がある。第11回東アジア地方政

府会合では、これらの解決策をともに導き出すような議論をしていければと思ってい

る。

将来にわたり、西ジャワ州と各地方政府との互いの協力関係を強化し、さらに発展

していけることを願っている。
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奈良県・西ジャワ州両知事による合意覚書の締結

第11回東アジア地方政府会合の開催に向けて共に連携し、協力して取り組む合意覚

書を締結しました。

合意覚書（日本語）
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合意覚書（インドネシア語） 合意覚書（英語）
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代表記者会見

荒井　正吾　奈良県知事

第10回を迎えた東アジア地方政府会合に、5カ国40地方政府にご

参加いただいた。

今回は、「観光振興」と「地域で支える福祉・医療の充実」の2

つのテーマで、大変充実した、学びの多い議論ができたと思う。

この会合の目的は、学び合うということであり、このように熱心

な議論が展開されたことに感謝を申し上げる。

また、10回目ということで特別に、谷野作太郎氏による特別講演、

石原信雄氏ご出演のメモリアル上映、エイドリアン‌S‌クリストバ

ル‌Jr.氏のゲストスピーチをプログラムに盛り込んだ。

来年の第11回の全体会合は、インドネシア・西ジャワ州で開催

することが決定され、感謝を申し上げるとともに、大変期待して

いる。海外での開催は、第8回の中国・成都市に続き2度目となる。

平城遷都1300年を契機に始まったこの会合であるが、かつて東

アジアの文化の受益者であった日本が、その歴史に感謝し、今後

の東アジアの発展に少しでも貢献することができればという思い

で開催している。10回まで続けられたことに改めて感謝を申し上

げ、今回の会合の締めくくりとしたい。
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参加地方政府代表コメント

マレーシア・マラッカ州 Mansor Bin Sudin

マレーシアの代表としてこの会合に招待いただいたことに感謝すると

ともに、会合が成功裏に終了したことをお喜び申し上げる。

この会合で話し合われる議題は、どの国の地方政府もそれぞれに直面

している重要な問題だが、特に観光の促進は、マラッカ州全体に関わる

問題である。本会合では、各地方政府の代表者が一堂に会して、熱い議

論を交わし、考え方や経験が共有できたと思う。

ぜひ、豊かな文化を持つ多民族国家のマレーシアにも来ていただきた

い。マラッカ州は、引き続き奈良県をサポートしていきたいと考えている。

また、次回の第11回会合にも参加し、アイデアや経験を共有していきたい。

来年の西ジャワ州での開催を楽しみにしている。

マラッカ歴史特別市　市長

インドネシア・西ジャワ州 Mochamad Ridwan Kamil

観光、福祉・医療は重要なテーマであり、様々な洞察や知識を得て母

国に帰ることができそうである。このような素晴らしい会合を主催して

くださった奈良県に感謝を申し上げたい。

次回、2020年の第11回会合は、西ジャワ州が主催し、州都バンドンで

開催する。その際には、労働市場、技術革新、また、気候変動が農業に

与える影響等について議論をしたいと考えている。知事、市町村長の皆

様には、ぜひバンドンにお越しいただき、素晴らしい経験をしていただ

きたい。

第11回会合をバンドンで開くことに合意いただき、重ねて御礼申し上

げる。

知事

中国・洛陽市 ZHAO, Huisheng

まず、主催者の皆様に御礼を申し上げるとともに、この第10回東アジ

ア地方政府会合に参加できたことを大変うれしく思っている。観光振興、

福祉・医療という2つのテーマについて、他の参加地方政府の皆様と活発

な意見交換を行い、とてもよい刺激と啓発を受け、大きな収穫を得るこ

とができた。こうした素晴らしい成果も、ひとえに奈良県と事務局の皆

様による緻密な事前準備のおかげと感謝している。

この会合を1つのプラットホームとして、他の参加地方政府の皆様との

相互理解と友情をさらに深めていくことができればと願っている。また、

機会があれば、ぜひ洛陽市にも来ていただきたい。

副市長
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韓国・忠清南道 HONG, Man Pyo

奈良には幾度も足を運んでいるが、日本文化の根底は、奈良にあると

思っている。百済の王都があった忠清南道と奈良は、古代から切っても

切れない関係にある。国際交流、国際感覚を失わないことが、お互いに

繁栄するために重要なことだと考えている。

第10回という節目を迎え、学んだこと、感じたことは、この場が政策

の共有だけではなく、出会いの場にもなっているということである。こ

の会合を契機に、インドネシア・西ジャワ州やマレーシア・マラッカ州

との交流につながっている。

何かを起こすには、お互いに足を運ぶことが重要である。皆様にもぜ

ひそのようにしていただき、この会合の心、奈良の心を広げていってい

ただきたいと思っている。

国際通商課　アジアチーム長

日本・香川県 安藤　照文　健康福祉部　部長

1300年の歴史を背景として設立された東アジア地方政府会合の第10回

という節目に参加することができ、大変有意義な時間を共有することが

できた。奈良県知事をはじめ、本会合の開催にご尽力された奈良県の方々

に敬意を表し、感謝を申し上げる。

中央政府の関係が必ずしも良好とは言い難い東アジアの状況において

は、地方政府間の活動がますます重要になっていると思う。

今回の討議のキーワードは、観光振興では地域活性化、福祉・医療で

は地域共生社会、双方の課題に共通するのはコラボレーション、連携で

はないかと思う。今回得られたヒントをぜひ今後の施策の展開に活かし

ていきたいと考えている。
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藻谷　浩介　㈱日本総合研究所主席研究員

観光振興について、日本、中国、韓国、マレーシア・マラッカ州、

インドネシア・西ジャワ州の皆様と議論をさせていただいた。

観光の実情は、地方政府に聞かないと分からない。その意味で、

今回の会合は、現場の最先端の人々が同じ問題意識のもとに取り組

んでいるということを改めて確認し合う貴重な機会となった。

本会合が続いたこの10年の間に、日本は外国人観光客が来ない国

から、大量に来る国へと大成長を遂げた。渦中にいるとなかなか気

がつかないものだが、他国の方々と話をすることで、日本の状況を再確認することができた

と思う。

奈良県は大観光県でありながら、日本人の宿泊者数は都道府県で最下位という状況である。

しかし、一方で、外国人の宿泊者数は著しく伸びている。奈良県の意欲的な努力の結果であり、

また、奈良の魅力は日本人以上に外国人が気づいているとも言えよう。観光を課題とする奈

良県において、こうしたテーマの会議を行うこと自体が、奈良県の方々にとっても大きな発

見であったと思う。討議だけではなく、エクスカーションや様々な交流等一連のプログラム

を通じて、改めて奈良の方々が外から見た奈良の魅力に気づく、得がたい機会となった。

次回は西ジャワ州での開催であるが、奈良県で行われた貴重な経験をもとに、さらに多く

の方が、志をもって世界との観光交流を促進していくことを期待している。

宮本　太郎　中央大学法学部教授、北海道大学名誉教授

東アジアの国々の関係は、中央政府に注目して政治の観点から見

たときと、地方政府に注目して福祉・医療の観点から見た時では、

全く違う様相を呈する。後者の視点で見ると、東アジアの国々は同

じ課題に直面している課題共同体である。

ヨーロッパの国々に比べて、東アジアの国々は高齢化の速度が極

めて急である。現役世代が雇用の変化等により支える力を発揮でき

ない状況下で、世代を超えて、いかに元気な人口を増やしていくかが、

本日の討議における共通の課題であったと思う。

その解決のためには、地方政府が前面に出る必要がある。本当に社会的な弱者と見なされ

る一部の人々を保護するのは、中央政府にふさわしい福祉のあり方であるが、そうした境界

線を越えて、すべての人を元気にする福祉は、地方政府がサービス給付を通して実施してい

かなければならない。

本日は、健康増進、コミュニティーに根差した福祉やIT・AIの活用、介護人材の確保等に

ついての議論があったが、参加した各国の地方政府間における課題やアプローチには非常に

多くの共通点があった。共通する課題の解決のために、互いに知恵を出し、その観点でこそ

競い合い、安定と成長の東アジアを目指していかなければならないとの思いを強くした。
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谷野　作太郎
公益財団法人日中友好会館顧問、元駐中国日本国特命全権大使

大変素晴らしい会合で、勉強させていただく面が数多くあった。

観光振興と福祉・医療の2つのテーマについて、各地方政府のそれぞ

れの土地柄を踏まえた取り組みをお聞きし、その中で、中央政府と

地方政府の役割について考えるところがあった。

中央政府の役割は、外交、国防、国税の徴収と分配、また、人権

に関することや、弱者への目配り、労働時間、そうした法律の策定

などが挙げられる。一方で、地方政府がそれぞれの土地柄を踏まえて一生懸命行っている取

り組みの芽を摘んではいけないと思う。むしろそれを励まし、時には必要な経費を供与する

ことが、中央政府の役割ではないだろうか。

現在、東アジアの関係、特に日韓関係は非常に難しい状況にあると思うが、仏独間で結ば

れたエリゼ条約、さらにはそれが強化されたアーヘン条約のようなものが、日中韓の3か国

の間でも実現できないものかと願っている。近い将来、東京ではなく、豊かな東アジアとの

交流があった奈良において、例えば大仏殿（大仏開眼の儀式をとり仕切ったのは、中国在住

のインドの僧侶だった）を背景に、3国の首脳が条約を結び、記念撮影をするというような

ことがあればと、そんな夢をみている。

Adrian S. Cristobal Jr.
東アジア・アセアン経済研究センター (ERIA)　理事会議長

本日、ゲストスピーカーとして招待いただいたこと、また、知事

をはじめとする奈良県の皆様のおもてなしに感謝を申し上げる。

東アジア・アセアン経済研究センターの理事会議長として皆様に

申し上げたいのは、経済成長、人・モノ・サービスの流れの変化が

アジアで起きているということである。アジアはより大きく成長し

ており、すでに地域経済としては世界最大となっている。2040年ま

でには、世界の富の約半分を占めるに至るという予測も出ているように、今後、アジアは引

き続き経済的に成長し、貿易、文化交流の面では、より統合も進むであろう。

このような状況の下、成長の機会、持続可能な開発の機会へと繋がる地域的な連携と協力

を、戦略的に推進していくことが肝要である。

本会合は、情報や考えを共有し、様々な共通の課題への解決策を見い出す場として重要な

基盤であり、非常に多くの可能性を秘めていると考える。また、地域内および地域間での成

長への機会をうかがう重要な場でもあると思う。

最後に、奈良県知事および参加地方政府の皆様に対し、この第10回会合が成功裏に終了し

たことをお慶び申し上げる。

講演者コメント


